
三段　饗庭　啓良

三段　太田垣　絹代三段　保木　厚子三段　松﨑　恭子初段　秋永　桂新4級　中村　万華臨書　志連　晴子臨書　中村　淳風臨書　松本　雪華

六段　北條　里実五段　志連　晴子四段　角田　朋子四段　髙木　尚月四段　古市　真隆 準師範　山中　静子六段　平田　華陽

11月号 調和体・臨書（条幅）優秀作品

『調
和
体
（条
幅
）』選
評

<

準
師
範>

▽
山
中
静
子

堂
々
と
し
た
書
き
ぶ
り
で
行
を
通
し

て
良
し
。

<

六
段>

▽
平
田
華
陽

平
素
の
鍛
錬
が
作
品
の
線
の
響
き
に

生
か
さ
れ
て
良
し
。

▽
北
條
里
実

つ
や
の
あ
る
線
と
ね
ば
り
が
表
現
の

幅
を
広
げ
て
良
し
。

<

五
段>

▽
志
連
晴
子

重
厚
な
線
が
流
れ
を
出
し
て
行
が
美

し
い
。

<

四
段>

▽
角
田
朋
子

大
き
な
動
き
で
カ
ス
レ
美
あ
っ
て
良
し
。

▽
髙
木
尚
月

大
胆
な
動
き
に
紙
面
が
美
し
い
。

▽
古
市
真
隆

静
か
な
運
筆
に
強
い
線
有
り
。

<

三
段>

▽
饗
庭
啓
良

ニ
ジ
ミ
、
カ
ス
レ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
美

し
い
。

▽
太
田
垣
絹
代

行
が
通
り
自
然
な
カ
ス
レ
良
し
。

▽
保
木
厚
子

「此
の
花
」の
山
場
美
し
く
良
し
。

▽
松
﨑
恭
子

丁
寧
に
字
配
り
し
て
美
し
い
行
が
魅

力
で
す
。

<

初
段>

▽
秋
永
桂
新

ニ
ジ
ミ
、
カ
ス
レ
が
絶
妙
で
美
し
い
。

<

4
級>

▽
中
村
万
華

力
強
く
伸
び
伸
び
と
し
て
良
し
。

『臨

書
』

▽
志
連
晴
子

伸
び
や
か
な
線
で
気
持
ち
が
良
い
。

▽
中
村
淳
風

行
間
が
す
っ
き
り
し
、
カ
ス
レ
が
美
し

い
。

▽
松
本
雪
華

落
ち
着
い
て
安
定
し
た
書
き
ぶ
り
の

秀
作
で
す
。



臨書　辻　洋虹臨書　長宗　康華臨書　松﨑　恭子臨書　村上　萩波

四段　髙橋　この美三段　梅田　千尋三段　中村　瑶皓三段　水田　柴華

六段　田中　久華六段　寺田　春之五段　中谷　修

二段　狩野　之彦初段　山田　寿美江2級　平山　加奈子3級　松川　敬子4級　久保　貞雄

五段　山本　雅舟四段　駒井　高樹

臨書　駒井　高樹臨書　齊藤　淳子

準師範　岡田　伊都子準師範　清水　美代六段　佐々木　義之

11月号 調和体・臨書（半紙）優秀作品

『
調
和
体
（
半
紙
）』
選
評

<

準
師
範>

▽
岡
田
伊
都
子
＝

ピ
リ
ッ
と
し
た
線
で
美
し
い
字

形
良
し
。
▽
清
水
美
代
＝
字
配

り
カ
ス
レ
の
美
し
さ
が
良
い
。

<

六
段>

▽
佐
々
木
義
之
＝
重

厚
な
が
ら
動
き
良
し
。
▽
田
中

久
華
＝
爽
や
か
に
書
き
切
っ
て

良
し
。
▽
寺
田
春
之
＝
文
字
の

か
た
ま
り
で
見
せ
て
カ
ス
レ
も

良
し
。

<

五
段>

▽
中
谷
修
＝
ニ
ジ
ミ

と
カ
ス
レ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
。
▽
山
本
雅
舟
＝
重
厚

な
線
が
美
し
く
光
る
。

<

四
段>

▽
駒
井
高
樹
＝
伸
び

や
か
な
線
に
「
行
」
の
動
き
良
し
。

▽
髙
橋
こ
の
美
＝
カ
ス
レ
の
美

が
良
く
字
配
り
も
美
し
い
。

<

三
段>

▽
梅
田
千
尋
＝
字
形

正
し
く
カ
ス
レ
良
い
。
▽
中
村

瑶
皓
＝
字
形
美
し
く
余
白
と
響

き
合
っ
て
い
る
。
▽
水
田
柴
華

＝
字
形
正
し
く
字
配
り
良
し
。

<

二
段>

▽
狩
野
之
彦
＝
動
き

大
き
く
筆
線
美
し
い
。

<

初
段>

▽
山
田
寿
美
江
＝
カ

ス
レ
美
し
く
紙
面
字
配
り
良
し
。

<

2
級>

▽
平
山
加
奈
子
＝
筆

勢
あ
っ
て
動
き
良
し
。

<

3
級>

松
川
敬
子
＝
文
字
の

外
の
余
白
が
美
し
く
迫
力
あ
り
。

<

4
級>

▽
久
保
貞
雄
＝
紙
面

の
字
配
り
、
カ
ス
レ
良
し
。

『
臨

書
』
選
評

▽
駒
井
高
樹
＝
起
筆
の
打
ち
込

み
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
素
晴

ら
し
い
。
▽
齊
藤
淳
子
＝
流
れ

が
美
し
い
作
品
。
▽
辻
洋
虹
＝

伸
び
や
か
で
力
強
い
線
が
魅
力

的
。
▽
長
宗
康
華
＝
ど
っ
し
り

と
し
た
線
で
整
っ
た
作
品
。
▽

松
﨑
恭
子
＝
動
き
の
あ
る
伸
び

伸
び
し
た
線
が
素
晴
ら
し
い
。

▽
村
上
萩
波
＝
一
貫
し
た
書
き

ぶ
り
で
終
筆
ま
で
整
っ
て
い
る
。



田中　裕子辻　洋虹

師範　清水　煌風

師範　中川　恭子 ☆師範　小川　敬子

師範　澤田　友子師範　村田　朋心

選々位　辻　洋虹

師範　髙澤　芳枝

清水　煌風角田　朋子

選々位

村上　萩波

饗庭　恵美子川﨑　千佳子

師範　落川　富美子師範　清水　心華師範　杉橋　多恵子

11月号 調和体優秀作品（選々位・師範）

11月号 実用の書優秀作品

『
調
和
体
』
選
々
位
選
評

▽
村
上
萩
波

字
形
美
し
く
行
の
流
れ
が
自
然

で
良
い
。

▽
辻
洋
虹

正
し
い
字
形
と
文
字
群
の
か
た

ま
り
が
美
し
い
。

『
調
和
体
』
師
範

最
優
秀
賞
選
評

▽
小
川
敬
子

素
朴
な
線
が
紙
面
か
ら
伝
わ
り
、

そ
の
強
さ
が
美
し
い
。

選
々
位
と
は
本
誌
の
調
和
体
最
高
位
を

指
し
ま
す
。

付
与
条
件
は
師
範
で
あ
り
、
条
幅
の
最

優
秀
賞
受
賞
者
に
与
え
る
も
の
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

十
二
月
号
の
〆
切
り
は
十
二
月
二

四
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
関
係
で
、
締
切
り
日

以
降
に
送
付
頂
い
て
も
審
査
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。



３級　落川　富美子

１級　齊藤　淳子

４級　饗庭　恵美子４級　桑原　佳子５級　上原　正代

１級　栁森　春子２級　佐々木　義之２級　志連　晴子3級　秋永　桂新

村上　萩波

二段　川﨑　千佳子二段　西山　玲風初段　北川　幾美初段　清水　煌風

平井　汀華松宮　公子松本　雪華水田　柴華 西山　玲風

11月号 実用の書優秀作品

〈手
紙
の
部
総
評
〉

出
品
数
も
増
え
、
皆
さ
ん
の
真
面
目
な
取
り
組
み

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈日
常
書
の
部
総
評
〉

5
級
の
方
の
出
品
数
が
少
な
か
っ
た
で
す
。
日
常

書
で
す
の
で
、
楽
し
く
書
い
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
回
の
審
査
員
・
審
査
関
係
者

西
川
桂
邨

馬
場
恵
美

一
井
亨
泉

八
田
游
華

北
川
幾
美

辻

洋
虹

井
戸
菊
江

澤
井
双
竹

駒
井
高
樹

饗
庭
啓
良

鈴
木
天
雷


